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9月第 1.2週の主輔礼揮説教饗約

・9月  5日 :マルコ福奮穣9:20-29.

「信じることと祈ること」

・9月 12日 :マタイ櫓音蠅日 7:24-27.

F贖かせぬため |(I」

衣笠病院教会 牧自雨富原晃―1戯β



説 牧.《 催ビることと着ること、》ltう ゼ`ぬためit》

1鶴村した,13人吟業子メモちと'一鵜知t島 争ギ |llる と、)も上の糸争たちれ承

り曲が入勢伸群景がヽ`て、さら|(樺法学孝も介入して何う`き1野 ビ李って

おり、議論 1雛 暗礫颯t漿 り上|ザてヽ`る様子で
｀
した。

ィェスヵヾI準在吟輔 it、 その場・1(1亀れて永られた少癖凛(対する洛泰のあ

り'が 峰ヾ議論 fオtて ヽ`たのてす。化 ltも 、弟子A:ち がム人一徹ヨl'、懸こと宣

数のためit旅蓬 fそ tた とヽ`
い)事実が4:湯て

｀
`)る
ので、彼らの,率独行動も

嗜卜・,卜競目1絞解鸞ざ才ヽてヽ`たJIう で
｀
す。

機っヽらそ響)壻知(剣若した事人の十にイエスの‐1等争几イヤけた:諄未は、総

鮮して、ヽる議論のふと、ヽ答〈:静 永めて駆けキリます。すると、イエスは
`

薇颯 t間 1ヽ鷲 しまず、「 付争論ビ李ってヽ`るのか ?」 と。

諄彙のア人が口争問きま・す。「 丸上、,無 子が警嘘の霊|(承 り憑う`れて

おり、亀り構わずftき 1雪 り轡と、JIき 裂き、i包 奮喚き歯幸しりして気絶する

ので
｀
、憑霊浄'追 ヽ`ふしてくメilす い,」 と。寧前に、イムスの弟子 |こ もは瀬ヒ

てみたのだとヽ`うので
｀
す。

十代の議断會で
｀
ぁるヒポ|12,テ ス会無では穣嬢Kδχlλη肩朧)は季節性

の|え什痛だと仮定されてヽ` 1愛 す。ただ、その原歯も雄泰法も手唄の名ヘ

の lβ(め |(、規名これを「神聖1威亀 など
｀
と幸榛ヒて、神のイ士輩で

｀
ある、と・する

俗悦もギ 'り |ン ャ詩圏lt i壼 根11戯 くあり妻した。ヒポクラテスの第争達の代

|こ なると、 11の 薦魚|ま机うヽ 1;,史 け饉く
｀
饉伝fI多賞で

｀
あり、贈颯こその凛困が

あるとの仮|えが上まれてヽ`講す。と
｀
ちらもにえ奮の撃説てす。~方、ユ

ダャ人11こ 1崚 季ヾj修 の薦で iち 1)、 恙宙の仕常だと考えましFξ 。
'傷

泰で
｀
11

なく「総や雷)ス .1ふ it打つ手はなヽ`ど.

2θ 増野議亀|`り誉茅卜入早えの鋼民t生者争7先 く
｀
、空常鮨色嶺虹の几者をふしてしまっ

た1訴製爾曹ナヴィルス感染・戯は、その高凛体デすく
・
lξ特定で

'き て力`らも

数ヵ属間、誠|“効な拳ムて争輔ずることうヾて
｀
きませんで

｀
した。今も普も人

薦 :t貯應でくきるのぼ神のみて
｀`
あることき、幕び・選ヽ`タロらされ増す。

蟹書の場優it晨 りましょう。本基なら静唯者や盲人は、ネ.人や家族の

ォぅ、颯宙ィムス|(な診する.こ ともなく、亀磯lし て豊ふの不自わな状態 |(

やん、ビてヽ`ました。けれと
゛
も、分熱やな症を1と もなうケ一ヽスとなると家

族ゃ薦圏のなメξちの協ヵで1,ィ ェスとの薔機ヽうヾ轟策f♯ tま す。多1キの、は

額骨個の禽.風 :机鵞'1の境暴襲bl壼 そこ|て あっメ(.li″)て
｀
す。fて 、除霊 itよ る



懸ヒ歩ポめ"〔 きた痛人の人義械鐸群iη、イエスの不鳥浄タロらされると、彼

の弟争たち|モ癒ヒの常の代什静ぶめます。ところが呻■ 崚`ゼん。拡らぼ、

九ず
｀
何よ(|,も 神に祈るとヽ`う約永寧争夫鶯したま議で、朧ろ氣ヤ汎憔参

遡り、地日のイエスの懸この常の物真似争してヽ`たようで
｀
す。事づI関係

の薇孝争イ|た けたイエスは、齢争たちと父率亀の不イ奪イ
`Pき
嗅うヽなt妻 した。1

らlt、 この問通争解決ヨ1導 くためlt械 人なるイヤの協力うヾ季可欠て
゛
慶》るこ

とをイ農え1表 す。

すると、|も子の症状が暮び藪塩化します。僣'1れ í[口 う`らi包 を吹き出ヒ

悶え薔ヒみぼビめました。

瀧乱ヒ_た 人机は、魚子てЧまなく「わたヒと
｀
も(鳥子の執根 ?)を 蝉ねん

で
｀
助けてくださヽ`」とイ上、ス|(て うヾみます。イたら1昔・無子の雄‖尺lt i:雌伝質多

賞が存邊することは、オえてもみなヽ`ので
'す
。ヽ や`、たとえま口らなくとも

雄よりも神のおuす が必要なのは今、自の前で春ヒんて
｀`ヽ
る`息子自身の(1

ずなので
｀
す。人組はかぇてィェスlt鉾 ぇます。Fぁ なたが、何かで

｀
きる

のならばしてくださヽヽ 」と。口T手デ継費性の人鮨テ t,く るのう`、壕几子

闊膏載(問灘lが あるのか、それとも手棺中の會工なのか、あるヽ`はその会・て

なのか…・、ミネしてヽ`る場春で
｀
ぼなヽ`けれど。`・0。 :亀 子ではなく「季信

仲な私争救ってく/せ
｀
さい」と、ヤうヾも

｀
人哺凡争、環くまれみど》つ、イJ=ス 1奮

嵐會誉の薇の息子争、その薔ヒみり`ら解旗 したのザ tノ(.

この懸 とのムふ事の農機のエピソードは、なギう`マタイf轟十嗜口tこ う`

常こfオtて 輝りまゼん。 イよ臨スうヾ滞盤肉してヽヽたイヤ殿鷲えを、ベ トロの場卜まで｀

一灘日(納税するとヽ`うお;機で
｀
す。イエス|ま スルサ 1/ム 神殿のことき「衡

分の人の求(ルカ|:捕 21率 7)」 と諸っヽてヽ`載t_た ヤヽ その人な《:神が、十なる

イエスit紬税きボめておらオたるのか否う`計ヽ`う疑聞争ユ t.た のが、化な

らぬイエス梅,亀 身でした。鶴時代のロース:「 豊帝やユダヤσ〕_■求つヾ、館分

の子供たちl(納税を強姜することがある(〉 うヽど
｀
う嗜` ,、 薬子のベト曹it

問うてみ、ると、その暮、えは、「ありえな
｀ヽ
」ヽ とヽヽうもので

｀
した。これは、ペ

ト轡ても筆えられる、多時の常議でした。ならif、 常撼げ知〔考えて行動ず

ることは、けっtて 農犠会的な行動で
｀
11な ヽヽ11ず ギあるとイエス|:1言 ヽヽ

ました。向かもそうすべ 1)な の`だと。|サ イtと
｀`
も人類限定θ)常識が、神の

塊賞と罐 `み春うのかと
'う
1)｀ ウヾ問範 となる。[)で す。

fて 、イムスもベト響も曲魏そのもの|(1風対す革決定的な理機争几出



ヤ崚ぜん。費こて
｀`
、議朝鸞tバtにlる ことitな り`崚す。お金の嵐力†・|オ ペトロ

が |が リウヤ鵡て
｀
補獲 Lメて魚眸9の サ |で あリノ

i〔

曖贅で
｀
す。そ(lD額 は、ふ人

令の神
`敗
犠露t相 瀞するもので

｀`
ヒ/〔 。上のよ

「 '1ス

｀
らぬ;嶋 lt、 季漁|の備えがあ

り11し た。

ただ、轟富lぽ、預‡若争難にて語られてヽ`ィ格とおりず、上なる神ぼ人間

の家書き瑠■って、これ争食・ハ|て 上きてしヽるわけで
｀
けな もヽので'す 。これと

閾ごょうlt人間の1覆、金な書て|(ヒ て上きてしヽるわけで
｀
もあ 11)繊 せん。つ

まり、納税《〉■番械キら人輔の側の問題なので
｀
す。オヤ11人氏)創造 |(炉 も`

る.費瑞の総1願 争計算して何処う`らか調達してヽ`たわけで
｀
はありまゼん。

同:|し車に、神 C〉織り子が神邸積〔1税争納める行為は、その人なる枠との関係

|て だヽ`ては|1準¶轟準なイ‐争為とやる11ず です。麟きは人の償‖tて 械なくなヒ

ろ枠の機‖く、tそ ありそうで
｀
す。

ところが,,滲懸 7θ ネ、葬|一次ユダヤ戦争うヾ物奔しまず。せネ最強の

9-マ 軍の1成撃モ費けたユタレサレムとその控殿械、躾爵3な ユ̀ダヤの軍隙
の力だけで1増キち堪える衛もなく景強軍除 lt破味ヒふくさ♯tま した。そ

の機、孝つ《|)イ脇誉すが頃′た、せ |〔 嵐た頃 |《 械、,ま だユルサレムの枠殿もな

け″tば、そこlt議 める税合も、自然餞薦した ||ま で
'す
。こう t… て、イエス

の納税のユキゞソードそのも感D峰 もヾ(1や億蛛かなぜなくなり、化の新的人

警の議幕澪乙事として11製愛肇れノてようで
｀
す。その健黒、この時 |(イ エス

が砕裁魏の 1こ とで
｀
、周囲の潔、グヤ人争鎮力ヽゼること|ま なさらなかったと

、`う事賞だけが、マタイli轟春蠅:… 1(械椿存されてヽ`るのです。

(cノ .lキヘの熱視,綺 |:骨會211:15-,化 )


